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摂食嚥下リハビリテーション外
来では、食べ物を咀嚼して胃

に送るまでの機能が低下してしまっ
た人や、経管栄養の患者さんが少し
でも口から食べられるよう、摂食嚥
下機能の評価はもちろんのこと、摂
食指導を行っている。
　患者さんの 9 割程度は高齢者だが、
舌がんなどの口腔腫瘍術後の患者さ
んや、パーキンソン病、ALSなどの神
経節疾患、脳血管障害、呼吸器疾患
や頭部外傷などで、摂食嚥下機能に
障害をきたす患者さんも多い。過度
な安静や活動量の低下により摂食嚥
下機能が低下してしまう「廃用症候

群」の患者さんも少なくないと戸原
玄
はるか

診療科長は指摘する。
　「寝たきりで体を動かさないでい
ると、毎日数％の筋肉が衰えてしま
います。さらに会話も減ることにより、
心身ともに衰弱して喉の機能も衰え、
誤嚥性肺炎につながることも多々あ
ります。そのようなことを防ぐため、
当外来では摂食嚥下機能の評価や訓
練指導などに取り組んでいます。例
えば、訓練以前に、食べるときの姿
勢を正すだけで嚥下機能が大幅に回
復することもあるのです」
　毎週、月曜日から金曜日までの外
来診療とは別に、訪問診療も行って

いる。訪問診療の患者数は年間で
800人にも上る。
　「高齢者施設や在宅療養の訪問診
療の際には、実際に食事をしている
様子を観察して、介助を行うヘル
パーさんや家族に対して指導を行う
こともあります」
　訪問診療では、患者さんの病状や
生活環境などに合った治療や口腔ケ
ア方法の指導が可能となる。摂食嚥
下リハビリテーション外来では、地
域のかかりつけの医師や歯科医師、
訪問看護師やケアマネージャーなど
と連携しながら、継続した診療を進
めている。
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